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高山西ロータリークラブ 

例会報告 
第２６３０地区 岐阜県 濃飛分区  創立１９６６年１月１５日 

●例会日 毎週金曜日 １２：３０～１３：３０ ●会 長 折茂 謙一 

●例会場 高山市花里町 3-33-3 TEL 34-3988 ●幹 事 米澤 久二 

     大垣共立銀行 高山支店 ４Ｆ ●会報委員長  脇本 敏雄  

                               

 

   奉 仕 を 通 じ て 平 和 を 

「2012 秋の高山祭 獅子舞」蜘手 康介

会員スピーチ 

＜会長の時間＞ 
今月で私が会長に就任して３か

月が過ぎました。会長に就任させ

ていただいたことには心から感謝

しています。就任前に会長職は大

変だということをしばしば間いて

いました。確かに例会には必ず出席しなければなりませんし、例

会の準備の検討会が週に一度約一時間、いろんな会合への出席義

務、と個人的にはかなりの時間を取られてしまいます。 しかし

それ以上に私が知らないことについて勉強させていただく機会

がありとても有難いと感じています。 

私の職業分類は介護老人保健施設となっていますが、私は医師

であり、また小企業ではありますが経営者でもあります。日常的

にはとても忙しいですが、殆ど決まりきったことをしています。 

ロータリーの会長は経営をするわけではありませんが、会員数

が減ると奉仕の機会は限定されます。会員増強に対しては最もエ

ネルギーを注ぐ必要があると思います。いろんな奉仕の機会に対

してどのような支援をしていくのかについて正しい見識を持っ

て対応していく必要があります。みんなに公平か、みんなのため

になるかどうか、を基本方針として忘れないようにしたいと思っ

ています。 

また会長の時間として例会ごとにお話しする機会をいただい

ています。これが年およそ５０回位あります。私は文章を書いた

り人前で話をしたりすることが苦手でありかなり苦痛です。私は

若いころ小説家になるのが夢でしたが２，３行書くともうそれ以

上書けませんでした、いつもそのパターンだったので女房に笑わ

れていました。それ以来私には書くことができないのだという思

い込みがあります。 ところが私には自分の苦手なことに挑戦し

たいという変な癖があります。これを機会に何とか書く習慣がで

きると有難いと思っています。 

私の過去を振り返ると苦しい状況や運が悪いことに出会うと

必ずそれ以上の良いことがありました。会長職が私の中に眠って

いる何かの可能性の芽を出すチャンスになればと期待していま

す。 

いろんな人から励ましの言葉をかけられます。もちろんかすか

な反発の声も聞こえます。 どちらも私には応援歌に聞こえます。

残りの期間よろしくご協力お願い致します。 

 

＜幹事報告＞ 
◎ガバナーより 

・地区大会における表彰のご案内 

  ＲＩ表彰｢2011-2012年度会長賞｣          

ＲＩ表彰｢2011-2012 年度 会員

増強推進計画｣  

… 27日 本会議の席上にて登壇披露 

◎高山市青少年市民会議より 

 ・｢第29回家族スナップ写真展｣｢第21回家庭の日図画展｣の開催

ご案内と出役依頼について 

  展覧会日時  １２月７日(金)から１２月９日(日)まで 

  場   所  高山市民文化会館 ２－５、２－６展示室 

出 役 日 時  6日(木) 展示準備、9日(日)表彰式・撤収 

7日(金)～9日(日)展示案内、 

※一つ以上の出役をお願いします。 

・｢わが家 わが町 家庭の日発表会｣開催案内と出役依頼について 

日 時  １１月２５日(日)  １３：３０～１６：００  

場 所  高山市民文化会館  

※３名以上の出席をお願いします。 

◎独立行政法人国立青少年教育振興機構国立乗鞍青少年交流の家より 

 ・｢アセアン加盟国中学生招聘交流事業｣企画委員会委員の委嘱について 

および｢アセアン加盟国中学生招聘交流事業｣企画委員会の開催について 

委員委嘱期間   平成24年10月12日～平成25年3月31日 

会 議 開 催     年２回予定（２時間程度） 

第１回企画会議  １０月１２日(金) １９：００～  

場     所  飛騨世界生活文化センター 会議室 

◎社会福祉法人高山市社会福祉協議会より 

・第３７回｢高山市社会福祉大会｣開催について(ご案内) 

日 時  10月27日(土) 13：30開場（受付13：00～） 

   場 所  高山市民会館 小ホール 

◎ぎふ清流国体高山市実行委員会より 

・第 67回国民体育大会 ぎふ清流国体本大会の開催について(ご案内) 

本大会会期   9月29日(土)～10月9日(火) 

※バスケットボール協競技会 9月29日(土)～10月3日(水)

※アーチェリー競技会     10月  2日(火)～   4日(木)

※ハンドボール競技会      10月   5日(金)～   9日(火) 

      会   場 飛騨高山ビックアリーナ、市立中山中学校 等      
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＜受贈誌＞ 

 不破ＲＣ(会報)、不破の関ＲＣ(会報) 、社団法人高山市文化

協会(広報高山の文化、高山メセナメイト会報) 

 

＜出席報告＞ 

 

＜本日のプログラム＞ お祝い 

◎会員誕生日 

長瀬 達三   １０．２５   小瀨 真之介      １０．２９ 

◎夫人誕生日（当日、ご自宅へ花束をお届け） 

      山本 善一郎  千代子 さん   １０．  １  

     平   義孝  八重子 さん   １０．２１  

井辺  一章  和 子 さん   １０．  ３   

     内田  幸洋  博 子 さん   １０．３１   

     田中  正躬  妙 子 さん   １０．２８ 

洞口  良一  澄 子 さん   １０．１９  

◎結婚記念日（当日、ご自宅へお菓子をお届け） 

     山本 善一郎    Ｓ３４．１０．１６ 

          垂井 政機   Ｓ４３．１０．１３ 

田近 毅    Ｓ４６．１０．２１ 

     鍋島 勝雄   Ｓ４６．１０．２１ 

     内田 幸洋   Ｓ５１．１０．２５ 

     河渡 正暁   Ｓ５３．１０．２８ 

     門前 庄次郎  Ｓ５７．１０．１１ 

     東  庄豪   Ｓ６０．１０．１９ 

古橋 直彦   Ｓ６２．１０．１８ 

◎出席表彰 

寺田 昌平   ８年 

        

◎在籍周年記念表彰 

        なし 

◎３ヶ月表彰 

 ・内田 幸洋  ・遠藤 隆浩   ・折茂 謙一  ・小瀨真之介 

  ・鴻野 幸泰   ・河渡 正暁  ・斎藤  章  ・堺  和信 

 ・阪下 六代   ・田近  毅   ・垂井 政機   ・寺田 昌平 

 ・鍋島 勝雄    ・野戸   守   ・挟土 貞吉  ・道脇 清春 

・門前庄次郎   

 

新会員入会挨拶 

筆頭推薦者 田中 武 

 本日より入会の井上正さんを紹介致します。 

推薦者は、阪下六代さん、遠藤隆浩さん、垣内久男さん、脇本敏雄

さん、私田中で御座います。昭和45年6月15日生まれの42歳。

住まいは江名子町でございます。ご家族は奥様、11 歳の次女及び

13 歳の長女と 4 人家族でいらっしゃいます。奥様は皆様ご存知か

とは思いますがミニソフトバレーでお世話になっています摩里亜

さんでございます。背は正さんより少し高いかなと…。 

斐太高校から岐阜経済大学を卒業され、市川工務店に勤務されお

父様が経営なさっています㈱井上工務店に入社され常務取締役営

業本部長をされ、又別に(有)飛騨プロパテイマネジメント、㈱飛騨

ＩＴアセットの社長もされてみえます。趣味は仕事だそうでござい

ます。本人は分からないことばかりだとは思いますので、色々教え

てやって頂きたいと思いますので宜しくお願い致します。 

井上 正 さん (有)飛騨プロパティマネジメント代表取締役社長 

この度ご縁を戴き、歴史ある高山西ロータリークラブ入会のご承認

を賜りましたこと、心より深謝申し上げます。また、妻、母がソフ

トミニバレーボールにて皆様に大変お世話になっておりますこと、

併せましてこの場をお借りし深く感謝申し上げます。ありがとうご 

ざいます。 

何分若輩者で未熟考でございますので、諸先輩けじめ皆様には大変

区分 出席 Make-Up 出席者数 会員数 出席率 

前々回 40名 4名 44名 50名 88.00％ 

本日 51名 － 42名 51名 82.35％ 

挾土 貞吉   １０． １    伊藤 松寿   １０． １ 
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ご厄介をおかけしますとともに大変お世話になりますが、末永くど

うぞよろしくお願い申し上げます。 

 

会員スピーチ  

脇本 敏雄 

ロータリー歴は、昭和59年

（1984）1月1日付、第20代 若

宮幸雄会長時に入会し、現在在

籍28年9ヶ月、年齢は69才で

本年古希となります。入会4年

目に初めて広報委員会委員長に

就任し、平成10年度（1998～

1999年）第34代 石田善次会長の下で幹事を務めさせていただき、

平成17年度（2006～2007年）には第42代 会長を拝命。現在ま

で28年在籍中に22回の理事役員又は委員長を経験いたしました。 

昭和63年、会長エレクトの倉光三氏が突然退会で混乱し、急遽

会長に就任された久保田氏に職業奉仕委員長に起用して頂き、初め

ての理事に就任しました。第24代の久保田誠会長・垂井博美幹の

時です。このお二方は私の在籍中のＮｏ．１、Ｎｏ．２の論客でし

て、スピーチの中で｢え～ あ～ その～｣を何回言ったとチェック

されました。前任者を凌駕（他をしのいで上に出る事）せよ、が両

先輩の口癖で、ロータリーの基本的な事柄を教えていただきました。 

 座右の銘は、一生懸命ではない『一所懸命』。「その時その時与え

られた物事にベストを尽くす」で、常に新しいことにチャレンジし、

交換学生の派遣と推進、またと会員増強（9名）も力を入れました。 

主に取組んだ事柄として、青少年奉仕委員長の際に原田正則君の

画集作成し、地区の「意義ある業績賞」を受賞した事。会長就任時

に、事務局員交代に伴う経費の削減とパソコンの導入による会報の

ペーパーレス化による経費削減。会員減少に伴う委員会の統合を行

い、現在の委員会構成へ編成。100万ドルのランチの復活。ＳＡＡ

時にRI月間テーマの掲載と例会場の環境整備。本年度会報委員と

して全会員による「一期一会」への投稿をお願いしています。 

2630地区ガバナー村橋元氏の今年度のスローガンは「不易流行」

ですが、ロータリーの不易（基本的に変えてはならない事柄）は、

ロータリー活動の基本指針であるロータリーの綱領および「四つの

テスト」であり、また流行（時代の変化に適応してゆく事柄）とし

ては、前任者を凌駕することを目標とする事ではないかと考えてお

ります。 

高山西RC48年の歴史を知る先輩たちの教訓を生かし、今後とも

ロータリー活動を推進していきたいと思っています。 

 
平 義孝   

私は2002-2003年度の会長を仰

せ付かり、幹事は森下勇さんが務

めて下さいました。当時のＲＩ会

長のテーマは｢慈愛の種を播きま

しょう｣でした。2630地区のガバナ

ーは岐阜ＲＣの服部芳樹さんでし

た。任期が始まるに当り、濃飛分

区ガバナー補佐を務められる予定

であった荒川之雄さんが体調を崩され、急遽小森丈一さんにお願い

し、１日の研修で1年間の大任を務めていただきました。今でも感

謝しております。 

それぞれの年度の会長も責任をもって、会員のため、ロータリー

のため、全世界の恵まれない人のために、社会奉仕に努力されまし

た。私たちロータリー会員は、綱領または四つのテストに基づいて

努力しています。 

色々お話をしたいと思っていましたが限られた時間ですので、今

日は西クラブの趣味の会の話をします。 

１０年前の趣味の会は俳句（はぐるま会）、詩吟（輪声教室）、

カメラ、ゴルフ、碁、将棋等がありました。今は俳句と詩吟の二つ

になり、私は今でも詩吟『公益社団法人 日本詩吟学院 松本深志岳

風会 飛騨支部 輪声教場』ので習をしています。声を出すことは

体に良い、ストレスの解消にもなりますので会員の皆様の入会を歓

迎致します。 

 

山下 明  

26 年前に、長瀬克次先生が 21

代会長の時に入会いたしました。

葛谷先生と、亡くなられました宇

野先生に、開業して 6 年経過しそ

ろそろ余裕もできただろうからロ

ータリークラブに入っていろいろ

経験することも大事ではないかと

いうようなことで勧められました。 

 高山赤十字病院に小児科医として6年間在籍し、その当時私も含

め6名の小児科医がいるなかでの開業でしたので、かなり不安を抱

えてのスタートでした。地域の小児医療のレベルを高めようという

モチベーションを支えとして頑張ってきました。患者さんのニーズ

と一体となったのか20年間多忙を極め、なかなか金曜日の例会に

出席することが困難となり、何回か退会も考えましたが何とか今日

まで継続してこられました。 

 8年前に新田会長のもとで、幹事に拝命され1年間いろんな事業

・企画をするなかで、この時遅いのですが、はじめてロータリーの

良さ、凄さを感じました。ロータリーの4つのテスト…皆に公平か

、好意と友情を深めるか、皆のためになるかどうか…が事を成すと

きに大事な指標であることを実感いたしました。 

 最後に2点だけ話しを致しまして終りにします。紆余曲折しなが

ら26年間西ＲＣに在籍するなか何回か退会を考えましたが、異業

種の方々の様々な生き方、考え方が学べることの意義は大きく、新

会員の方のなかには出席・参加が大変な方がみえると思いますが、

継続することが大切であるということと、もう1点は、仕事の上で

患者（お客さん？）の欲求ウォンツに答えることより社会のニーズ

が何かを感じ取る感性が１番大切ではないかと。それはｓｏｃｉａ

ｌ ｗｅｌｆａｒｅであり、ｓｏｃｉａｌ ｈｅａｌｔｈであるの

です。そのためには柔軟で鮮度の高い考え方をキープする必要があ

り、ＲＣのなかでいろいろと学んでゆけるのではないかと思ってい

ます。 

 以上をもちまして私のスピーチと致します 
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＜ニコニコボックス＞ 

●折茂 謙一さん 

新会員 井上 正さんの入会心より歓迎します。増強委員会の皆様有

難うございました。 

●米澤 久二さん 

井上正さんの入会を歓迎します、今後ともよろしくお願いします。 

●田中 武さん、脇本 敏雄さん、垣内 久男さん 

井上正さん、おめでとうございます。今後は広い人脈を活かしてク 

ラブに力を頂きたいと思います。宜しくお願いいたします。 

●小瀨 真之介さん 

井上さん、入会おめでとうございます。とてもうれしく思います。 

よろしくお願い致します 

●門前 庄次郎さん、遠藤 隆浩さん 

井上 正さんの入会を歓迎します。義母さんと奥様には山王フラワ 

ーズで大変お世話になっております。井上さんもロータリーのバレ 

ークラブへの入会をお待ちしております。 

●阪下 六代さん 

・待望久しかった井上正さんのご入会を歓迎いたします。今後の大 

活躍を期待しております。 

・山藏さんが例会中に撮ってくれた沢山の写真を頂戴しましたので 

ニコニコにもう一口を。 

●小森 丈一さん、挾土 貞吉さん、井辺 一章さん 

井上正さんの入会を歓迎いたします。また写真をありがとうござい 

ました 

●鍋島 勝雄さん 

いよいよ１０月、祭りの季節が来ました。9、10日天気が良い様、 

毎日神様に祈っております。また、写真を久しぶりに頂きました。 

●伊藤 松寿さん 

たくさんの写真を頂き、ありがとうございました。タスキがけの真 

面目な写真や、納涼例会の楽しい一コマなど、本当にありがとうご 

ざいました。 

●寺田 昌平さん 

会報委員会様、写真をありがとうございます。納涼例会ではおそま 

つな祝唄｢めでた｣の発声を思い出し、赤面のいたりです。少しだけ。 

●河渡 正暁さん 

ゆたか例会の写真をいただきありがとうございました。昨今、写真 

を見るたびに年をとったなぁ、とつくづくと思います。もう６１歳。 

あと２０年頑張ろうと思います。まだ、あっちも元気ですので。 

●山本 善一郎さん、平 義孝さん 

写真をいただきありがとうございます。 

●内田 幸洋さん、田中 正躬さん 

ＳＡＡより、今日は勝手に指定席にしました。宜しくお願いします。 

 

 

●塚本 直人さん 

秋の収穫も終わり。一段落した所で車庫の大掃除をしました。その 

際には丸大興業の大村さんのおチカラを借りて、今までお世話にな 

ったものをきれいに片づけることが出来ました。大村さんありがと 

う。あなたの会社は暮らしの中でとても重要なお仕事をしていま 

す。感謝いたします。 

●垂井 政機さん 

岐阜清流国体も着々とその競技日程を消化しておりますが、選手と 

スタッフの弁当を引き受けております。清流国体高山弁当組合の事 

を市民時報社が取り上げてくれました。良い宣伝になりありがたか 

ったです。 

●野戸 守さん 

福島の南相馬市へ３日間視察に行って来ました。 

●田近 毅さん 

先日東北地方を少し見て参りました。本日NHKテレでＰＭ11：30 

より、地球のステージの桑山紀彦先生が、東北発未来塾゛愛のドク 

ターＫ゛に出演されます。是非見ていただき、今後のロータリー活 

動に活かしましょう。 

 

私と結核菌との出会いは、学生時代に胸膜炎、肺浸潤(肺結核初

期)を患った事に始まる。卒後医師となってからも、国民病とま

で言われていた結核とは勤務医を経て高山に帰ってからも結

核予防法の廃止まで約 50 年続いた事になる。その間医師とし

て患者さんとの出会いについて今もなお心に残っている事が

沢山あります。予防法廃止により私と結核とは縁が切れたと思

いきや、昨年膀胱癌の摘出手術を受け、再発予防にBCG 免疫

療法を受けた事により再び結核菌との出会いが始まりました。

BCG 注射は結核予防のため行われていますが、膀胱癌の治療

免疫にも用いられるようになり(肺ガンに丸山ワクチンあり)私

が受けたBCG 療法により、昨年膀胱癌と同時に発症した花粉

症が今年は出なかったことからも、BCG 免疫の加齢による減

弱低下が発病に大いに関係あると考えられ、BCG の更なる追

加免疫が必要と思っております。 

２５歳の春、帰高して以来JC を４０歳で卒業し、高山西ロー

タリークラブに入会させていただきました。帰高から既に４２

年が経とうとしています。来年の春には会社を譲り、また新た

な事業を始めるつもりです。まだまだガンバらなければ!! 

一期一会         内田 幸洋

一期一会             葛谷 一嘉
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